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昨
年
１
月
に
日
本
国
内
で
陽
性
者
が

確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
新
規
陽
性
者
数
の
増
減
を
繰

り
返
し
て
お
り
、
７
月
頃
か
ら
再
び
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
長
野
県
は
８
月

22
日
ま
で
を
「
感
染
対
策
強
化
期
間
」

と
定
め
、
県
民
に
感
染
症
対
策
の
徹
底

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
な
ど
人
の
往
来

が
増
え
る
時
期
を
迎
え
る
前
に
、
感
染

予
防
や
普
段
の
行
動
を
再
確
認
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

基
本
的
な
感
染
症
対
策
の
継
続

　

村
で
は
村
民
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
８
月
28
日
に
終

了
す
る
予
定
で
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
に

よ
り
十
分
な
免
疫

を
得
ら
れ
る
の
は

２
回
目
の
接
種
か
ら
７
日
目
以
降
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
十
分
な
免
疫
が
得
ら

れ
て
い
る
と
し
て
も
確
実
に
感
染
や
重

症
化
を
防
げ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
完
全
に

は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
や
県

内
で
も
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
る
変
異

株
へ
の
有
効
性
の
確
認
を
進
め
て
い
る

段
階
で
あ
る
か
ら
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
終
え
た
人
で
あ
っ
て
も
、
基
本
的

な
感
染
対
策
（
マ
ス
ク
の
着
用
・
３
密

を
防
ぐ
・
手
指
消
毒
）
を
徹
底
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

会
食
は
、
同
居
の
家
族
以
外
で
行
う

５
人
以
上
の
会
食
に
つ
い
て
、
感
染
症

対
策
が
徹
底
で
き
な
い
場
合
に
は
実
施

を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

具
体
的
に
は
次
の
点
に
注
意
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
飲
酒
は
短
時
間
で
、
深
酒
は
控
え
適

度
な
酒
量
で

●
箸
や
コ
ッ
プ
は
使
い
ま
わ
さ
な
い

●
席
の
配
置
を
斜
め
向
か
い
に
す
る

感
染
拡
大
地
域
へ
の
訪
問

　

県
外
へ
の
訪
問
を
検
討
し
て
い
る
人

は
、
訪
問
を
予
定
し
て
い
る
地
域
の
状

況
を
注
視
し
、
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

地
域
へ
の
訪
問
は
で
き
る
だ
け
控
え
て

く
だ
さ
い
。
直
近
１
週
間
の
人
口
10
万

人
当
た
り
の
新
規
陽
性
者
が
15
人
を
上

回
っ
て
い
る
地
域
（
※
１
）
や
緊
急
事

態
宣
言
・
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

行
わ
れ
て
い
る
地
域
（
※
２
）
へ
の
来

訪
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
の

際
に
は
、
訪
問
の
必
要
性
や
時
期
に
つ

い
て
再
考
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
規
陽
性
者
が
増
加
す
る
中
、
様
々

な
事
情
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な

い
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
や
む
を
得
な

い
事
情
で
県
外
か
ら
訪
れ
る
人
も
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
人
に
対
し
て
差
別

や
誹
謗
中
傷
は
絶
対
に

せ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が

「
思
い
や
り
」
の
心
を

持
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
を

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

※
こ
の
記
事
の
情
報
は
８
月
４
日
時
点

の
も
の
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
情
報
は
日
々
新

し
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
再
確
認

▲ワクチン接種会場の様子

※
１  

福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、

新
潟
県
、
富
山
県
、
福
井
県
、
山
梨
県
、

静
岡
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
滋
賀
県
、

奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
鳥
取
県
、
岡
山

県
、
香
川
県
、
高
知
県
、
熊
本
県
、
佐

賀
県

※
２  

北
海
道
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
石
川
県
、
京
都
府
、
大
阪

府
、
兵
庫
県
、
福
岡
県
、
沖
縄
県
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大
桑
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場

ト
イ
レ
を
建
て
替
え
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
と
し
て
行
わ
れ
る

事
業
へ
交
付
さ
れ
る
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
建
て
替
え
に
よ
り
衛

生
面
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
加
え

て
、
便
器
洗
浄
や
手
洗
い
を
自
動

水
栓
に
し
た
こ
と
で
利
用
者
間
の

接
触
機
会
を
減
ら
し
、
感
染
拡
大

防
止
を
図
り
ま
す
。

　

村
内
の
各
地
区
で
、
ル
ー
ル
を
守
ら

ず
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
ご
み
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
適
切
な
処
分
方
法
は
、
全
戸

に
配
付
し
て
あ
る
「
家
庭
ご
み
の
分
別

区
分
と
出
し
方
の
手
引
き
」
で
確
認
で

き
ま
す
。
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
、
ご
み

は
正
し
く
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

誤
っ
た
捨
て
方
が

誤
っ
た
捨
て
方
が 

 

確
認
さ
れ
た
事
例

確
認
さ
れ
た
事
例

●
テ
レ
ビ
等
の
家
電
製
品

　

テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機
等
は
法
律
で
リ
サ
イ
ク
ル
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
分
解
し

て
不
燃
ご
み
に
出
す
こ
と
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
家

電
製
品
も
製
品
ご
と
に
処
分
方
法
が

異
な
る
の
で
、
手
引
き
に
従
っ
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

回
収
し
て
い
な
い
プ
ラ
容
器
等

　

村
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
弁
当
容

器
や
卵
の
ケ
ー
ス
な
ど
回
収
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
等
が
置
か
れ
て
い
る
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
マ
ー
ク
が
あ
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
は
、
汚
れ
を
落

と
し
て
黄
色
文
字
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
指
定
袋
へ
入
れ
て
、
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
の
指
定
日
に
ご
み
収

集
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
場
所
に
よ
っ
て
回
収
で
き
る
資
源
物

の
種
類
が
異
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
生
活
環
境
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

★
村
内
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

回
収
し
て
い
る
資
源
物

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
び
ん
・
蛍
光
管

※
右
記
に
加
え
て
、
須
原
駅
前
、
門
前

下
集
会
所
前
、
役
場
上
、
殿
分
館
駐

車
場
で
は
牛
乳
パ
ッ
ク
も
回
収
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
く
わ
っ
こ
工
房
で
は
牛

乳
パ
ッ
ク
、
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
、
雑

誌
、
ア
ル
ミ
缶
も
回
収
し
て
い
ま
す
。

●
規
定
の
重
さ
を
超
え
た
ご
み
袋

　

可
燃
ご
み
等
の
指
定
袋
に
は
重
量

の
上
限
が
あ
り
ま
す
。
上
限
を
超
え

て
し
ま
う
場
合
に
は
、
２
つ
の
袋
に

分
け
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
捨
て
方
に
迷
っ
た
時
は
、
住

民
課
生
活
環
境
係
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▲スポーツ公園 駐車場トイレ

▲  家庭ごみの分別区分と
出し方の手引き

ト
イ
レ
完
成

ご
み
捨
て
ル

ご
み
捨
て
ル
ーー
ルル

再
確
認
！

▲  リサイクルステーションに置かれた
プラ容器

指
定
袋
の
重
量
上
限

・
可
燃
ご
み
指
定
袋
（
大
）

・
不
燃
ご
み
指
定
袋
（
大
）

・
可
燃
ご
み
指
定
袋
（
小
）

・
不
燃
ご
み
指
定
袋
（
小
）

・
生
ご
み
指
定
袋

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

　
　
　

容
器
包
装
指
定
袋

…
10
㎏

…
５
㎏

…
４
㎏
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松
尾
里
枝
子
さ
ん
（
長
野
西
）
、
白
木
正

さ
ん
（
門
前
下
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

護
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
任
期
は
令

和
６
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
住
民
の
人
権
に
関
す
る

問
題
の
相
談
に
応
じ
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
法
務
局
の
職
員

と
協
力
し
救
済
の
手
助
け
を
し
ま
す
。
人
権

問
題
や
結
婚
、
離
婚
、
相
続
な
ど
の
家
庭
問

題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
悩
み
が
あ

れ
ば
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

木
曽
郡
全
体
の
公
共
交
通
を
考
え
る

木
曽
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

は
、
公
共
交
通
の
現
状
や
利
用
状
況
を

把
握
し
、
今
後
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

８
月
中
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

調
査
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ
り
、
次
の
通
り
行

い
ま
す
。

❶
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　

郡
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
の
中

か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ
人
に
、
委
託

業
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
と
返

信
用
封
筒
を
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。

回
答
を
記
入
し
、
返
送
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

介
護
用
品
の
貸
し
出
し
や
販
売
を

行
っ
て
い
る
株
式
会
社
介
護
セ
ン
タ
ー

花
岡
か
ら
村
へ
車
い
す
１
台
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

車
い
す
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
利
用
者

へ
貸
し
出
す
な
ど
し
て
役
立
て
ま
す
。

❷
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

て
い
る
人
に
車
内
で
調
査
票
を
配
布

し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
車

内
や
病
院
等
の
施
設
で
調
査
員
が
聞

き
取
り
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
村
の
公

共
交
通
に
も
活
用
し
ま
す
。

回
答
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

協
議
会
事
務
局

（
木
曽
地
域
振
興
局
企
画
振
興
課
内
）

℡
25
‐
２
２
１
２

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

公
共
交
通
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

公
共
交
通
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

車
い
す
が

車
い
す
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

法
務
省
で
は
、
差
別
や
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
人
権
問
題
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
る
専
用
電
話
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番　
　

℡
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　
　

℡
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

℡
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

▲  白木 正さん ▲  松尾 里枝子さん

人
権
相
談
専
用
窓
口

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
で
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
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８
月
に
富
山
県
射
水
市
で
行
わ
れ
る

中
体
連
北
信
越
大
会
相
撲
競
技
に
出

場
す
る
大
桑
中
学
校
相
撲
部
の
下
原
登

希
さ
ん
（
３
年
生
）
、
寺
澤
佑
貴
さ
ん

（
同
）
、
神
田
慎
斗
さ
ん
（
２
年
生
）
が

貴
舟
村
長
を
訪
れ
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
部
は
、
７
月
４
日
に
行
わ
れ
た
県

中
学
校
体
育
大
会
相
撲
競
技
団
体
戦
で

３
位
の
好
成
績
を
収
め
、
北
信
越
大
会

へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

貴
舟
村
長
は
「
自
分
よ
り
体
格
が
大

き
い
相
手
と
当
た
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

相
撲
は
大
き
い
か
ら
勝
つ
と
い
う
も
の

で
も
な
い
の
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

５
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
た
林
道
野
尻
与
川
線
が
災

害
復
旧
工
事
を
終
え
て
通
行
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
８
月
豪
雨
災
害
に

よ
り
流
失
し
た
林
道
松
渕
深
沢
線
猿
沢

１
号
橋
の
復
旧
工
事
も
終
了
し
、
上
郷

地
区
か
ら
伊
奈
川
地
区
へ
の
通
行
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
同
線
へ
接

続
す
る
林
道
越
坂
線
に
つ
い
て
は
５
月

豪
雨
災
害
の
影
響
で
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
農
林
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

７
月
26
日
、
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ラ
ッ
グ
木

曽
大
桑
店
を
運
営
す
る
株
式
会
社
モ
リ

キ
と
村
が
「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供

給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
平
常
時
に
は
災
害
発
生

に
備
え
た
連
絡
体
制
の
整
備
や
情
報
交

換
な
ど
を
行
い
、
災
害
発
生
時
に
は
村

の
要
請
に
よ
り
必
要
な
物
資
の
供
給
お

よ
び
運
搬
を
行
う
こ
と
を
取
り
決
め
た

も
の
で
す
。

　

締
結
に
当
た
り
貴
舟
村
長
は
「
災
害

時
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
こ
と
は
と
て

も
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

選
手
に
抱
負
や
目
標
を
聞
く
と
、
下

原
さ
ん
は
「
一
昨
年
は
突
破
で
き
な

か
っ
た
初
戦
を
勝
ち
あ
が
っ
て
悔
し
さ

を
晴
ら
し
た
い
」
、
寺
澤
さ
ん
は
「
自

分
が
得
意
と
す
る
押
し
相
撲
で
１
つ

で
も
多
く
勝
ち
た
い
」
、
神
田
さ
ん
は

「
練
習
で
培
っ
た
も
の
を
発
揮
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

別
の
日
に
中
学
校
相
撲
場
で
行
わ
れ

た
練
習
で
は
、
摺
り
足
な
ど
の
基
礎
練

習
や
迫
力
の
あ
る
ぶ
つ
か
り
稽
古
で
技

を
磨
い
て
い
ま
し
た
。

大
桑
中

大
桑
中 

北
信
越
大
会
へ

北
信
越
大
会
へ

林
道
林
道 

復
旧
復
旧

災
害
時
の
物
資
供
給
協
定
締
結

災
害
時
の
物
資
供
給
協
定
締
結

▲左から 
貴舟村長、下原さん、寺澤さん、神田さん

▲練習の様子

▲林道松渕深沢線 猿沢１号橋▲締結式の様子
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６
月
24
日
、
大
桑
村
建
設
事
業
協
力

会
（
会
長　

半
坂
純
孝
㈱
半
坂
土
木

社
長
）
か
ら
村
へ
10
万
円
の
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
寄

付
金
は
同
協
力
会
か

ら
の
要
望
に
よ
り
防

災
関
連
事
業
へ
活
用

し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

夏
は
、
山
林
内
で
ク
マ
の
餌
と
な
る

動
植
物
が
少
な
く
な
る
時
期
で
、
ク
マ

の
行
動
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。
山
林
内

だ
け
で
な
く
、
山
際
の
農
地
や
山
林
内

を
通
る
道
で

も
注
意
が
必

要
で
す
。

　

ど
の
よ
う

な
場
合
で
も

ク
マ
に
は
警

戒
が
必
要
で

す
が
、
親
子

や
子
グ
マ
に

は
特
に
警
戒

　

木
曽
青
峰
高
等
学
校
２
年
生
が
郡
内

の
町
村
役
場
、
ス
ー
パ
ー
、
保
育
園
な
ど

で
就
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
金か

ね

子こ

温は
る

那な

さ
ん
（
弓
矢
上
）
が
大
桑
郵
便
局
で
、

事
務
作
業
、
窓
口
で
の
来
客
対
応
、
宝
く

じ
の
販
売
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
金

子
さ
ん
は
「
郵
便
局
の
業
務
は
淡
々
と

作
業
を
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
け

ど
、
体
験
を
通
し
て
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
働
い
て
る
こ
と

を
学
ん
だ
」
と
話
し
、
普
段
は
体
験
で
き

な
い
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
伴
い
大
き
な
影
響
を
受
け
た

村
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
お

お
く
わ
ま
ん
ぷ
く
商
品
券
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

６
月
に
全
村
民
へ
郵
送
し
た
『
購
入

引
換
券
』
を
利
用
し
て
村
内
の
郵
便
局

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
便

局
で
の
販
売
時
間
は
平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　

購
入
引
換
券
を
利
用
し
て
確
実
に
購

入
が
で
き
る
期
間
は
、
10
月
29
日
㈮
ま

で
と
な
り
ま
す
。

※
商
品
券
は
１
部
（
１
万
円
）
に
つ
き

４
０
０
０
円
分
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
あ

り
、
１
人
あ
た
り
３
部
ま
で
購
入
が

可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

し
て
く
だ
さ
い
。
子
育
て
中
の
母
グ
マ

は
神
経
質
で
攻
撃
的
で
す
。
ク
マ
を
見

か
け
た
時
は
絶
対
に
近
づ
か
ず
に
、
背

を
向
け
ず
静
か
に
後
ず
さ
っ
て
立
ち

去
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

レ
ジ
ャ
ー
や
農
作
業
等
で
屋
外
に
出

る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
一
番
の
対
策

は
、
ク
マ
と
出
会
わ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。
鈴
や
ラ
ジ
オ
、
笛
な
ど
を

携
帯
し
て
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら

せ
な
が
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
農
林
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ク
マ
注
意
情
報

ク
マ
注
意
情
報

高
校
生
就
業
体
験

高
校
生
就
業
体
験

ま
ん
ぷ
く
商
品
券

ま
ん
ぷ
く
商
品
券 

販
売
中

販
売
中

▲販売用切手の切り離し作業をする金子さん
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高
齢
者
が
昔
の
写
真
や
映
像
を
見

る
こ
と
は
、
記
憶
を
蘇
ら
せ
脳
が
活

性
化
す
る
こ
と
で
、
理
解
や
判
断
な

ど
の
知
的
機
能
を
高
め
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
写
真
展
の
期
間
中
に
は
、

村
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や

宅
幼
老
所
へ
の
写
真
の
提
供
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

写
真
を
見
た
人
か
ら
は
「
親
戚
を

見
付
け
て
懐
か
し
か
っ
た
」
「
馬
市

の
写
真
を
見
て
、
賑
や
か
な
馬
の
蹄

の
音
を
思
い
出
し
た
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
元
気
づ
く
り
支
援
金

事
業
と
し
て
、
資
料
館
Ｐ
Ｒ
用
の
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
ピ
ン
バ
ッ
チ
を
無

料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

大
桑
村
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

７
月
７
日
か
ら
７
月
25
日
ま
で
は
懐

か
し
い
大
桑
村
あ
の
頃
の
写
真
展
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
展
は
、
昭
和
20
年
代
か

ら
昭
和
40
年
代
の
村
の
日
常
や
行
事

の
様
子
を
収
め
た
写
真
を
展
示
し
た

も
の
で
す
。

●
主
な
活
動

主
な
活
動

・
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動

・
発
災
時
に
備
え
た
訓
練

・
各
種
行
事
へ
の
参
加
、
広
報
活
動

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
危
機
管
理
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

大
桑
村
消
防
団
で
は
有
事
に
備
え

て
分
団
ご
と
に
機
械
器
具
点
検
や
訓

練
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
年
で
あ
れ
ば
こ
の
時
期
に
村
や

郡
の
操
法
大
会
に
向
け
て
消
防
技
術

を
磨
き
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
２
年
連

続
で
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
分
団
ご
と
の
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
訓
練
で
は
消
火
活
動

の
手
順
や
放
水
訓
練
、
無
線
取

扱
い
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
募
集

　

大
桑
村
消
防
団
で
は
現
在

１
５
０
名
が
消
防
団
員
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、

性
別
を
問
わ
ず
よ
り
多
く
の
人

材
が
必
要
と
な
る
た
め
、
消
防

団
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

●
入
団
資
格

入
団
資
格

　

村
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

18
歳
〜
46
歳
の
人

地
域
発
元
気
づ
く
り

地
域
発
元
気
づ
く
り

 
支
援
金
事
業

支
援
金
事
業

資
料
館

消
防
団
の
活
動
・
団
員
募
集

▲展示された写真「馬市」

▲デイサービスセンターの様子
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川
内
　

智
保
子

川
内
　

智
保
子

　

こ
ん
に
ち
は
。
久
々
の
登
場
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
川
内
で
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
実
感
の
な
い
ま
ま

始
ま
り
、
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
ふ
る
う
中
、

大
桑
村
で
は
65
歳
以
上
の
方
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
終
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
村
民
の
方
が
全
員
終
わ
ら
れ
ま
し

た
ら
、
よ
う
や
く
観
光
の
出
番
が
来
る

の
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
着
任
し
て
約

１
年
半
、
任
期
の
半
分
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
着
任
し
た
時
に
は
、
ま

さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
、
思
い

も
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
野
県

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
・
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｎ
Ｏ
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
昨
年
の
秋

か
ら
４
回
も
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
自
分
に
何
が
で
き
る

の
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
目
の
前
に

降
っ
て
き
た
わ
ら
し
べ
を
必
死
で
つ

か
も
う
と
走
っ
て
き
た
気
が
し
ま
す
。

（
相
変
わ
ら
ず
貧
乏
な
の
で
、
つ
か
め

て
な
い
の
で
し
ょ
う
が
）

　

４
月
か
ら
始
め
た
こ
と
に
、
木
曽
路

ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
研
修
が
あ

り
ま
す
。
木
曽
に
来
た
か
ら
に
は
、
木

曽
路
を
全
部
歩
い
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
に
歩
い
て
み
て
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
し
み
じ
み
実
感

し
て
い
ま
す
。「
木
曽
路
は
す
べ
て
山

の
中
」「
日
本
遺
産
」
そ
ん
な
言
葉
が
、

歩
き
な
が
ら
目
に
入
る
風
景
の
中
に
溶

け
込
ん
で
い
る
気
が
し
ま
し
た
。
首
都

圏
や
関
西
に
暮
ら
す
私
の
友
達
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
身
近
に
感
じ
て

い
る
だ
け
に
、
目
に
入
る
風
景
に
静

か
な
感
動
と
安
堵
を
覚
え
、
大
桑
村

に
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
来
た
こ
と
を
、

こ
の
上
な
く
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い

る
次
第
で
す
。

　

６
月
に
は
、
東
京
都
内
の
八
十
二

銀
行
に
村
の
観
光
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

し
て
き
ま
し
た
。
６
月
か
ら
八
王
子

支
店
と
新
宿
支
店
、
池
袋
支
店
、
今

後
は
９
月
に
東
京
事
務
所
、
10
月
か

ら
は
再
度
新
宿
支
店
と
池
袋
支
店
に

掲
示
し
ま
す
。
も
し
在
京
の
ご
家
族

や
お
友
達
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
一
生
懸
命
作

り
ま
し
た
の
で
お
声
が
け
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
個
人
的
な
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
３
月
に
地
域
限
定
型
旅
行
業

の
登
録
を
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
グ

ル
ー
プ
旅
行
等
お
考
え
の
際
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

観
光
の
出
番
が
や
っ
て
く
る
秋
以

降
、
色
々
な
面
で
村
民
の
方
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
心
し
て
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
情

報
等
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
お

待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

着
任
着
任

　

７
月
１
日
、
金か

な

井い

元げ
ん

さ
ん
が
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

金
井
さ
ん
は
５
人
目
の
隊
員
で
、
農

業
の
振
興
を
担
当
し
ま
す
。

○
着
任
の
抱
負

　

協
力
隊
の
任
務
で
は
、
花
き
栽
培
や

酪
農
の
技
術
習
得
、
特
産
品
の
開
発
、

遊
休
農
地
の
解
消
な
ど
に
取
り
組
む
予

定
で
す
。
特
産
品
の
開
発
で
は
、
現
在

大
桑
村
に
あ
る
資
源
を
活
か
し
た
特
産

品
を
開
発
し
た
い
で
す
。
具
体
的
に
は
、

遊
休
農
地
を
利
用
し
て
、
農
薬
や
化
学

肥
料
を
使
わ
ず
に
作
る
有
機
米
の
栽
培

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
に
は
教
え

て
い
た
だ
く
機
会
が
多
く
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲金井  元さん
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保健センター保健センター
TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）

mail mail cent@vill.ookuwa.nagano.jpcent@vill.ookuwa.nagano.jp

保健センタ保健センターー
だよりだより

保健師　竹腰 保健師　竹腰 梨花梨花

　

熱
中
症
は
、

発
汗
等
に
よ
り

身
体
の
水
分
や

塩
分
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
た
り
、

体
温
の
調
節
機

能
が
働
か
な
く

な
っ
て
お
こ
る

体
の
異
変
の
こ

と
で
す
。
症
状

は
図
１
の
よ
う

に
分
類
さ
れ
ま

す
。

い
環
境
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

室
温
28
℃
以
下
、
湿
度
70
％
以
下
を

目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
水
分
補
給

　

喉
が
渇
く
前
に
、
こ
ま
め
に
水
や

お
茶
を
飲
ん
で
水
分
補
給
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
大
量
に
汗
を
か
く

と
、
水
分
と
同
時
に
ミ
ネ
ラ
ル
が
失

わ
れ
る
の
で
ミ
ネ
ラ
ル
の
補
給
を
し

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
や
経
口
補
水

液
は
効
率
よ
く
水
分
と
ミ
ネ
ラ
ル
を

補
給
で
き
ま
す
が
、
塩
分
・
糖
分
も

多
く
含
ん
で
い
る
の
で
飲
み
過
ぎ
に

も
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ミ
ネ
ラ

ル
を
補
給
す
る
に
は
麦
茶
が
お
す
す

め
で
す
。

❸
服
装
の
工
夫

　

熱
が
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
吸
湿
性

や
通
気
性
の
高
い
綿
や
麻
な
ど
の
素

材
を
選
び
、
襟
元
・
袖
口
が
開
い
て

い
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
服
で
風
を
通

し
ま
し
ょ
う
。

❹
暑
さ
に
備
え
た
健
康
管
理

　

日
頃
か
ら
体
温
測
定
な
ど
で
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
体
調
不
良
を
感

じ
た
と
き
は
自
宅
で
ゆ
っ
く
り
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

運
動
で
汗
を
か
く
習
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
も
予
防
法
の
一
つ
で
す
。
気

温
が
高
い
昼
間
の
運
動
は
避
け
、
ま

ず
は
短
時
間
の
運
動
か
ら
始
め
て
、

少
し
ず
つ
暑
さ
に
体
を
慣
ら
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
熱
中
症
対
策

　

村
内
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

接
種
後
も
感
染
対
策

は
必
要
で
す
。
特
に

３
密
（
密
集
・
密

接
・
密
閉
）
の
環
境

で
は
感
染
対
策
と
し

て
マ
ス
ク
着
用
や
換
気
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
マ
ス
ク
の
着
用
中
は
皮
膚
か

ら
熱
が
逃
げ
に
く
く
な
り
、
喉
の
渇
き

が
感
じ
と
れ
ず
、
脱
水
が
生
じ
や
す
く

な
り
ま
す
。
屋
外
で
人
と
の
距
離
が
２

メ
ー
ト
ル
以
上
と
れ
る
場
合
に
は
、
マ

ス
ク
を
外
し
て
熱
中
症
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。
マ
ス
ク
の
着
用
が
必
要
な
場

面
で
は
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
体
調
不
良
を
起
こ
す
前
に

人
と
の
距
離
を
と
っ
て
マ
ス
ク
を
外
し

て
休
憩
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
ま
た
、

エ
ア
コ
ン
使
用
中
も
こ
ま
め
な
窓
の
開

放
と
扇
風
機
等
の
使
用
に
よ
り
換
気
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
今
後
も
感
染
対
策

と
熱
中
症
対
策
を
両
立
し
、
暑
い
夏
を

乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症

熱
中
症
にに
注
意
注
意

　

熱
中
症
は
重
症
化
す
る
と
命
に
関
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
対
策
を
と
る

こ
と
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
熱
中
症
を
予
防
す
る
方
法
を
お

伝
え
し
ま
す
。

熱
中
症
を
お
こ
す
３
つ
の
要
因

　

熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
要
因
に
は
環

境
（
高
温
・
多
湿
）
、
行
動
（
長
時
間

の
屋
外
作
業
等
）
、
体
調
（
２
日
酔
い

や
寝
不
足
等
に
よ
る
体
調
不
良
）
の
３

つ
が
あ
り
ま
す
。
３
つ
の
要
因
が
組
み

合
わ
さ
る
こ
と
で
熱
中
症
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

体
温
調
節
機
能
が
未
熟
な
乳
幼
児
や
暑

さ
を
感
じ
に
く
い
高
齢
者
は
、
熱
中
症

を
引
き
起
こ
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
特
に
高
齢
者
は
自
覚
症
状
が
な
い

ま
ま
進
行
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た

め
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

❶
暑
さ
を
避
け
る

環
境
省
と
気
象
庁
が
発
表
す
る
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
等
で
危
険
度
を

確
認
し
、
暑
い
時
間
帯
の
外
出
は
避

け
ま
し
ょ
う
。
外
出
時
に
は
な
る
べ

く
日
陰
を
歩
い
た
り
、
帽
子
や
日
傘

で
日
差
し
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
室
内

で
も
熱
中
症
は
起
こ
り
ま
す
。
暑
さ

を
我
慢
せ
ず
、
冷
房
を
使
っ
て
涼
し

軽 症軽 症 現場での
応急処置で対応可能

・立ちくらみ
・筋肉痛、大量の発汗

中等症中等症 病院への搬送が必要 ・ 頭痛、不快感、吐き気、倦怠感

重 症重 症 入院しての集中治療が必要 ・意識障害、けいれん、手足の運動障害
・高体温

図
１
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情報掲示板情報掲示板
問   

総
務
課
危
機
管
理
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

木
曽
交
通
安
全
協
会
で
は
、

郡
内
で
高
齢
者
事
故
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
を
受
け
、
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
事
故

防
止
の
啓
発
を
目
的
と
し
て
シ

ル
バ
ー
交
通
安
全
標
語
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
対
象
者

　

村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人

応
募
方
法

　

役
場
、
野
尻
地
区
館
、
村
民

体
育
館
に
設
置
し
て
あ
る
応
募

箱
（
応
募
用
紙
は
応
募
箱
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
）
か
ら
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

問  

長
野
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６
‐
２
１
７
‐
５
３
０
５

　

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は

「
全
国
一
斉
子
ど
も
の
た
め
の

養
育
費
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

養
育
費
に
関
す
る
悩
み
や
疑

問
を
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問  

中
部
電
気
保
安
協
会

℡
０
２
６
５
‐
72
‐
１
２
４
８

　

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

で
す
。
汗
を
か
く
、
皮
膚
の
露

出
が
多
く
な
る

な
ど
に
よ
り
感

電
事
故
は
夏

場
に
集
中
し
ま

す
。

　

感
電
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

▼
不
良
電
気
設
備
を
処
分
す
る

▼
電
気
を
正
し
く
使
用
す
る

▼
漏
電
遮
断
機
を
取
り
付
け
る

日　

時

　

９
月
25
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

電
話
番
号

０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
３
０
１

相
談
例

▼
離
婚
後
で
も
養
育
費
の
話
し

合
い
は
可
能
か

▼
養
育
費
が
支
払
わ
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た

▼
養
育
費
を
減
額
ま
た
は
増
額

し
て
欲
し
い

補
助
額

１
戸
当
た
り
20
万
円

（
蓄
電
池
の
み
の
場
合
15
万
円
）

そ
の
他

　

先
月
号
３
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

た
太
陽
光
パ
ネ
ル
共
同
購
入
制

度
を
利
用
し
て
い
る
人
は
補
助

金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
村
の
補
助
金
と
併
せ

て
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
下
さ
い
。

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限

10
月
８
日
㈮

参
加
資
格

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

郡
内
在
住
者

作
品
種
目

　

陶
芸
、
木
彫
、
絵
画
、
書
、

俳
句
、
短
歌
、
写
真
、
手
芸
、

盆
栽
な
ど

※
種
目
ご
と
に
規
格
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

作
品
数

１
種
目
３
点
以
内

（
複
数
種
目
の
応
募
可
）

問

申   

福
祉
健
康
課
福
祉
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

11
月
９
日
㈫
・
10
日
㈬
に
上

松
町
ひ
の
き
の
里
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
す
る
第
26
回
木

曽
地
域
シ
ニ
ア
作
品
展
の
出
展

木
曽
地
域

シ
ニ
ア
作
品
展

作
品
募
集

交
通
安
全
標
語
の

募
集

問   

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

森
の
里
の
秋
ま
つ
り
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

応
募
期
限

　

８
月
26
日
㈭

そ
の
他

　

入
選
者
は
上
松
町
で
行
わ
れ

る
予
定
の
高
齢
者
交
通
安
全
大

会
で
表
彰
し
ま
す
。
ま
た
、
入

選
し
た
作
品
は
啓
発
活
動
等
で

利
用
し
、
そ
の
際
に
氏
名
等
を

公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

森
の
里
の
秋
ま
つ
り　

中
止

養
育
費
電
話
相
談
会

電
気
使
用
安
全
月
間

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
化

補
助
金

問

申   
木
曽
地
域
振
興
局
環
境
課

℡
25
‐
２
２
３
４

　

県
で
は
、
県
民
が
行
う
太
陽

光
発
電
設
備
と
家
庭
用
蓄
電
池

の
設
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
者

　

自
己
居
住
用
の
既
存
住
宅

に
、
県
が
指
定
す
る
「
信
州
の

屋
根
ソ
ー
ラ
ー
認
定
事
業
者
」

の
販
売
・
施
工
に
よ
り
、
太
陽

光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
を
同
時

に
設
置
す
る
人
、
ま
た
は
蓄
電

池
の
み
を
設
置
す
る
人
。

※
太
陽
光
発
電
設
備
は
10　

未

満
の
も
の
、
蓄
電
池
は
４
kwh

以
上
の
も
の
が
対
象
で
す
。

kw
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の行事予定
1 水
2 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

3 金
4 土 なんでも体験わくわく隊

5 日
6 月
7 火 健康教室（野尻地区館）

8 水 ゴールデン・シューの日
 16：00～（スポーツ公園）

9 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

10金
11土
12日
13月
14火 健康教室（野尻地区館）

15水
16木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

17金 なんでも相談　13：00～（野尻地区館）

18土
19日
20月
21火 健康教室（野尻地区館）

22水
23木
24金
25土
26日

27月
献血　10：30～（大桑村役場）
木曽障がい者総合支援センターともにサテライト
 10：00～（野尻地区館）

28火 健康教室（野尻地区館）

29水
30木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

99月

①中央公民館、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、⑦その他

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　
※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。

まなびましょう
マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 1、8、15、29
英 会 話 ② 19：30 1、8、15、29
手 話 ① 19：00 2
日 本 語 教 室 ⑦ 10：00 25
押 し 花 教 室 ② 10：00 15
パ ッ チ ワ ー ク ① 9：30 8、22
レザークラフト ① 9：30 7、21
陶 芸 教 室 ④ 10：00 24、25
コール・マルベリー ② 19：30 2、9、16、23、30
詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 9：30 1、8、15、22、29
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 12：30 14、28
リフレッシュヨーガ ① 19：00 1、8、15、22
ヨ ガ ② 14：00 11、25
あゆみ整体教室 ① 19：00 13、27
フラ教室〈昼〉 ⑤ 13：30 9、13、27
フラ教室〈夜〉 ⑤ 19：30 7、14、21
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 4、18
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 11、25
池坊いけばな教室 ③ 12：30 7、28
笑 い ヨ ガ ② 13：30 16

9月
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木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

９月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
5日㈰ 木曽ひよし診療所（木曽町日義） 26-2001
12 日㈰ 奥原医院（木祖村） 36-2264
19 日㈰ 木曽みたけ診療所（木曽町三岳） 46-2266
20 日㈪ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
23 日㈭ 古根医院（大桑村） 55-1188
26 日㈰ 芦沢医院（上松町） 52-2018

村の人口
1,535 世帯

（前月比－２世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 ０ １ １
死　　　亡 ４ ３ ７
転　　　入 １ ０ １
転　　　出 ２ ４ ６
総　人　口
（前月比）

1,718
（－５）

1,796
（－６） 

3,514
（－ 11） 

（８月１日現在・住民基本台帳登録人数）

表
紙
に
よ

て
せ

　
７
月
14
日
に
須
佐
男
神
社
の
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
規
模

を
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
神
事
に
加
え
て
稚
児
舞

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
笛
や
太
鼓
で
奏
で
る
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
美
し
い
衣
装
を
身
に
纏ま

と

い
流
麗
に
舞
う
姿
に
見
学
者
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
き
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

舞
を
街
中
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
賑
や
か
な
祭
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

７/26　わくわく隊 夏休み勉強会

７/24　鹿嶋神社例大祭

７/6　 まめっこ 
ブルーベリー狩り

７
月
の
で
き
ご
と

発
行
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リ
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ト
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式
会

社
広

報
お

お
く

わ
N
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  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
３
年
８
月
12日
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行




